
（石川県金沢市）

うち当該年度の森林環境
譲与税（円）

うち基金取
崩額（円）

うち他の財源
（円）

意向調査の準備作業、
森林整備の準備作業

スマート林業推進事業 999,900 999,900 0 0
AIを活用し、木材（立木）の品質を評価・判
別するシステムを開発

・データ取得及びシステム改修作業：
一式

意向調査、集積計画等
作成

森林経営管理事業 4,961,165 4,961,165 0 0

平成31年4月に施行された森林経営管理法に
基づき、市内森林を対象に経営管理意向調査
を実施。金沢市森林整備計画における「一体
として森林整備を実施すべき森林の区域」を
単位とし、17区域を15ヵ年に分けて実施。

・意向調査対象者：722名
・実施面積：731ha

私有林整備 森林経営管理事業 6,248,000 6,248,000 0 0
森林経営管理制度の集積計画に基づき、森林
整備を実施。

・人工造林：2.70ha
・下刈　　：2.70ha
・竹林伐採：0.35ha

私有林整備 里山の森再生支援事業 39,980,000 37,880,000 0 2,100,000
市と地域団体が管理協定を締結している民有
林について、竹林伐採と伐採後の植栽等に要
する経費を支援

・人工造林：2.37ha
・下刈　　：4.28ha
・竹林伐採：10.29ha
・若竹伐採：32.94ha

私有林整備 小規模林業支援事業 600,000 600,000 0 0 木材搬出等に使用する作業道の開設を支援 ・森林作業道の開設延長：222m

森林保護対策 海岸保安林保全育成事業 2,145,000 2,145,000 0 0

スマート林業の実践として、ドローンにより
空中から海岸林を調査し、防風や防砂機能を
評価。植林等の重点対策区域の設定や高精度
な松くい虫被害木調査に活用。

・調査対象箇所：
　金沢市海岸部森林
　（粟崎町、五郎島町など）
・調査面積：80 ha

その他（森林整備）
林地台帳更新
（森林一般経費）

594,000 594,000 0 0
森林の現況や所有者がわかる図面（林地台
帳）を更新。

・台帳更新費：一式

林業就業者の育成 金沢林業大学校運営費 6,516,559 6,516,559 0 0

金沢の森林を健全に保ち、中山間地を活性化
し、林業を元気にするため、次世代の森林管
理、林産物生産等を担う人材を育成するた
め、金沢林業大学校で実践的な研修を実施。

・専門コース研修日数：120日
・専門コース研修生：3名

林業就業者の育成 金沢産材生産力増強事業 51,030,000 25,765,316 0 25,264,684
林業事業体が導入する高性能林業機械等の購
入費を一部補助。

・自動製材システム：一式

林業就業者の育成 高性能林業機械支援事業 895,000 895,000 0 0
林業事業体の高性能林業機械のレンタルに要
する費用の一部を支援

・市内林業事業体3者
　　ハーベスタ1台
　　グラップル3台
　　フォワーダ1台

その他（人材育成等） 林福連携等推進事業 2,320,000 1,599,600 0 720,400
林業経営体が障害者就労施設と連携して行う
苗木生産の補助及び市営造林売払跡地を広葉
樹林の種子を採る採種林に整備

・人工造林：0.90ha
・広葉樹苗木生産補助：3,400本

森林・林業・木材
普及活動等

子どもの森育推進事業 2,994,860 2,994,860 0 0

森や木に関心を持つきっかけづくりとして、
森や木を身近な存在として捉えることができ
るよう、幼少期から森や木と関わることがで
きる場を提供し、森林の大切さ、魅力のPRを
実施。

・開催回数：10回
・参加人数：1,573人

森林・林業・木材
普及活動等

森と市民をつなぐ森林体験活動
事業

369,600 369,600 0 0
金沢の森と木の文化の創造や発信拠点となる
施設整備の機運醸成に向けた、森林体験活動
の開催

・開催回数：2回
・参加人数：50人

その他（木材・普及啓
発関係）

金沢産材商品化トライアル事業 990,000 990,000 0 0 金沢産材を使用した住宅用建材を新たに開発 ・地域産材使用製品の試作：一式

120,644,084 92,559,000 0 28,085,084

【ワンフレーズ】
税活用により、
・「市営造林運用計画」に基づく、市営造林
の主伐・再造林を推進するための取組・支援
を行った。
・森と市民をつなぐ活動拠点施設（仮称）の
令和８年度の開館に向けて、未就学児・小学
生を対象とした機運醸成イベントを開催し
た。

【詳細】
　市営造林事業では、令和５年度に策定した
「市営造林運用計画」に基づき、今後主伐を
効率的に実施していくため、現地調査の省力
化を目的としたAIによる立木評価システムの
開発への着手や、多量に供給される丸太・木
材の活用促進を目的に、市内製材工場の製材
機導入支援や金沢産材を使った新製品の試作
に取り組んだ。また、主伐後の再造林を確実
に実施するため、障害者就労支援事業所と連
携した広葉樹の苗木生産体制確立に向けた支
援を行った。
　その他の民有林については、経営管理制度
に基づく意向調査を順次進めるとともに、集
積計画に基づく森林整備を行ったほか、放置
竹林対策として伐採と伐採後の植栽に対する
支援を行った。
　人材育成や木材利活用推進の取組として、
林業大学校専門コースの運営や親子向け木育
イベントを引き続き実施するとともに、多様
化する林業・森林の課題を解決していくた
め、旧東浅川小学校を活用した森と市民をつ
なぐ活動拠点施設の整備に向けて、未就学児
や小学生を対象とした森林体験活動を開催
し、施設整備及び活用の機運醸成に繋がる事
前周知活動を行った。

合計

令和　６　年度森林環境譲与税の使途について

事業区分 事業名

事業総額（円）

事業内容 実績 税導入の効果（総括）


